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図 Ti-7wt%Fe合金の
融解と酸化膜の形成

本共同研究は、Ti合金の凝固過程を直接観察し、Ti合金における固液界面不安定化現象を明らかにすることを目的に実施している。令和7年度も継続して熊本大学で作製されたTi-7wt%Fe合金を試料として、東北大学金属材料研究所で保有する“その場”観察装置により凝固過程の直接観察実験を試みた。前年度はジルコニアルツボを使用することで、Tiの融解過程を観察することができた。一方で、融解後の保持過程で融液表面に酸化膜が形成する問題があった。本年度はアルミナルツボを用いて実験を行った。図にTi-7wt%Fe合金の融解過程の観察結果を示す。試料を加熱し（上写真）、約1600℃で試料が融解する様子を観察できた（中央写真）。しかしながら、融解後ただちにジルコニアルツボの場合と同様に、融液表面に酸化膜が形成し（下写真）、酸化膜の下に存在している融液を観察することが困難となった。このように、Ｔｉ合金の融解過程までは観察できるようになったが、融解後に形成される酸化膜を抑制するには至っておらず、炉内雰囲気やTi合金の表面処理法などの検討を行っている。
【今後の展望】
Ti合金の固液界面現象を直接観察するために、引き続き、酸化膜形成を抑制する条件を検討し、最終的にはＴｉ合金の凝固過程を直接観察する。
【具体的な成果】
なし。
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